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「マラマハワイ」を軸にパートナーと協業
春先に新キャンペーン
一連の水際対策の緩和により、ゆっくりとしたペースではあるものの、徐々に復活の
兆しを見せる海外旅行需要。ハワイはそれをリードする立場として、再生型観光（リ
ジェネラティブツーリズム／地域の自然環境や文化歴史を尊重し、観光を通してそれ
を維持するだけでなく再生していこうという考え方）に基づいたキャンペーン「マラ
マハワイ〜地球にやさしい旅を〜」を展開。数（訪問者数）から質（訪問者と地元コ
ミュニティーの満足度、消費額）へのシフトを図っている。本格的な需要回復が期
待される2023年、ハワイ州観光局（HTJ）は何を目指していくのか。今後のマーケ
ティング施策について、日本支局長のミツエ・ヴァーレイ氏と、1月1日付で局次長
に就任した寺本竜太氏に話を伺った。

現況

海外旅行への機運醸成の必要性
旅行会社の販促との連携に注力
　日本からハワイへの訪問者数は、2022
年1～9月までの累計で、コロナ前の2019
年同期比で10％にとどまっている。その
後の日本政府による水際対策の緩和で需
要は着実に回復傾向にあるものの、本格
的な戻りにはまだ至っていない状況だ。
　もちろん円安や燃油サーチャージの
高騰、全国旅行支援による国内旅行へ
のシフトといった要因が考えらえるが、
ヴァーレイ氏は「まだ『海外旅行に行く
ぞ！』という状況にはなっていない」と
指摘する。
　こうした状況の中でも「ビジネスクラ
スは埋まっている。リピーター率は80％
を超えており、タイムシェア利用率も高
い。今はお金や時間に余裕があり、旅慣
れた『ハワイに行きたい』と思うFIT層
が中心」という。
　旅行会社においても、こうしたFIT層
へのアプローチとして、ダイナミック
パッケージの販売に力を入れているのが
現状。今後は主力のパッケージツアーの
販売にも注力できる環境づくりが必要だ。
　ヴァーレイ氏は「パッケージは安心・安
全が売り。旅行会社が意識してパッケー
ジツアーを販売して頂けるよう、しっか
りとサポートしていきたい」と語る。そ
の意味でも「まずは『海外旅行へ行く』
という機運醸成を業界一丸となって高め
ていく必要性がある」と説く。
2023年の施策

旅行会社、航空会社への販促サポート
FAMやウェビナーなど、トレーニングサポートも
　2023年の第一四半期（1～3月）において
は、こうした機運醸成へ向けた取り組み
んがメインとなる。デジタルを中心とし
た露出に加え、パートナーである旅行会
社、航空会社と連動した販促サポートに
力を入れる。
　デジタルによるBtoC展開においては、
まずは「海外旅行へ行こう！」という
メッセージを伝え、ハワイ旅行への機運
を盛り上げていく。またパートナーとの
販促サポートにおいては、「旅行会社ご
とのタイミングに合わせてサポートした
い」考え。これからは春休みやゴールデ
ンウイーク、夏休みの時期、また一方で
ラストミニットのプロモーションなど、
旅行会社それぞれのプロモーションに寄
り添ったサポートを行っていく。
　併せて重視するのがトレーニングサ
ポート。「マラマハワイ」の体験プログラ
ムを盛り込んだFAMやウェビナーの実
施、さらに観光局の公式ラーニングサイ
ト「アロハプログラム」の上級資格取得
者が在籍する「ハワイサテライトオフィ
ス」と連携した現地の最新情報の提供も
重要だ。

「マラマハワイ」傘下の新キャンペーン
パートナーのプロモーションと連動できる内容に
　一方、第二四半期（4～6月）には、「マラ
マハワイ」傘下の新キャンペーンを開始
する予定。メディアやデジタルを使った
広告展開も検討しており、春から夏へ向
けての旅行会社や航空会社の新商品のプ
ロモーションと連動できる内容にする。
　ほかにもイベントやプロモーションの
実施も検討、ヴァーレイ氏は「旅行会社
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や航空会社のプロモーションと一緒にや
ることで相乗効果を狙いたい」と意欲を
見せる。
マラマハワイ

「マラマハワイ」は長期的視野で展開
分かりやすい、参加しやすい商品化目指す
　観光局で進める「マラマハワイ」につ
いては、長期的な視野で展開していく方
針。ヴァーレイ氏は「旅行を通じて地域
に貢献する、という意義のある旅行を進
める再生型観光を定着させるには時間が
かかる。長期的な視野でトレーニングや
商品開発を行い、たくさんの機会を作っ
ていきたい」と語る。
　昨年９月にはエイチ・アイ・エスと

「マラマハワイ」推進に向けたパートナー
シップ協定覚書を締結。観光局として
は、こうした取り組みを他の旅行会社に
も広げていく考え。今年は「分かりやす
いキャンペーン、参加しやすい商品開発
を目指していきたい」という。
　ただ「マラマハワイ」の体験プログラ
ムを商品化していくには、日本語対応や
催行人数など、クリアしなければならな
い課題も多い。そのため「現地側で問題
をしっかりと理解した上で、少しずつ着
実に取り組んでいく」方針だ。また先行
して教育旅行やインセンティブでこうし
た「マラマハワイ」のプロダクトを取り
入れ、実績を作った上で、リピーターへ
のアプローチなど、「ニーズを高めてい
き、プロダクト化していきたい」という。
　「マラマハワイ」は、観光局にとって大
きな軸のひとつ。ヴァーレイ氏は「マラマ
ハワイをベースに、ハワイのポジショニ
ングを上げていきたい」と意欲を見せる。

ターゲット

ロマンス、ゴルフに注力
ワーケーション、アウトドアも
　ターゲットについては、ロマンス（ハ
ネムーン、カップル、周年旅行など）を
改めてアピール。さらに隣島の訴求にお
いてゴルフ需要にも力を入れていく。
　ロマンスにおいては、ハワイのシェア
が高いことから、「パートナーと一緒に新
たな策を練っていきたい」意向。ゴルフ
においては、隣島を含めた新たなプロダ
クトを春先に発表、「旅行会社の商品開発
のアシストになれば」と期待を寄せる。
　新たな需要としては、ソフトシーズン
対応として引き続きワーケーション、ま
たアウトドアといった需要の取り込みも
重要だ。特にアウトドアについては、「島
ごとのプロダクトをしっかり訴求してい
く」とのことで、ゴルフ同様、隣島を絡
めた展開を目指す。

三世代ファミリー「夏までには」
旅慣れた人に「新しいハワイ」訴求
　三世代ファミリーの戻りにも期待す
る。「夏までには需要を戻していきたい」
意向で、パートナーである旅行会社や航
空会社と連携した取り組みを行っていく。
　また旅慣れた人へのアプローチも重
要。「まずハワイを旅行先に選んでもらえ
るよう、新しいハワイを見せることが大
切」として、「マラマハワイ」や隣島の提
案で「新しいハワイ」を見せていくこと
で新たな需要獲得を狙う。
隣島

各島でできることを
しっかり訴求
　「新しいハワイ」を見せる上で、また

「マラマハワイ」を進めていく上でも、
隣島のプロモーションも引き続き重要な
施策。ハワイ州を構成する各島では、そ
れぞれ観光のアクションプラン「DMAP

（Destination Management Action Plan）」
を作成。再生型観光に基づき、地元コ 
ミュニティーの意見を取り入れながら、
交通混雑を避ける取り組みや、地元の自
然や文化、伝統の再生も目指した各種体
験プログラム作りを進めている。
　ヴァーレイ氏は、「隣島はアメリカ本
島からの需要が中心だが、日本を含む国
際マーケットも重要というスタンス。島
ごとにターゲットを設定し、島で何がで
きるかをしっかりとアピールしていきた
い」と述べ、隣島訴求への意気込みを見
せる。
【DMAPについては、12ページでも紹介】

エリア展開

プロモーション効果の最大化狙う
地方では運航再開に合わせて集中投下
　こうした一連のプロモーション展開に
おいては、効果の最大化を狙う。その意
味でも「プロモーションのタイミングと
ターゲット設定が大切」と語る。例えば、
デジタル展開においては、ターゲットを
設定、また広告展開においては、リピー
ターの６～７割のシェアを占める関東エ
リアを中心とする考え。「ラジオやテレビ
など、メディアの性質を理解した上で、
ターゲットや展開エリアを選んでいく」
方針だ。
　一方、地方においては、例えば運航再
開など、イベントに照準を合わせた集中
投下を行う。「パートナーである旅行会
社、航空会社とタイミングを合わせ、相
乗効果を狙って各社のプロモーションの
アシストとなればと考えている」という。
BtoBプログラム

4月にジャパンサミット、11月にミッション
5月に消費者向け「ハワイエキスポ」復活
　また、今年実施するBtoBプログラム
は、昨年６月に実施した「ジャパンサ 
ミット」と、昨年11月の「ジャパンミッ
ション」の２つ。
　「ジャパンサミット」は、日本から旅行
会社スタッフをハワイへ招き、現地でセ
ミナーやサプライヤーとの商談会を行う
イベントで、昨年は３年ぶりに実施。昨
年は、参加者がタロイモ畑や小川の清掃
活動を通じて「マラマハワイ」の体験を
実践。今年はコロナ前の開催時期であっ

た４月中旬に実施する予定で、昨年同様
「マラマハワイ」の体験プログラムを盛り
込む。
　同イベントの目的について、寺本氏は

「まずは予算がなく日本を訪れることが
叶わないパートナー（現地サプライヤー）
へのサポート、また旅行会社の方々に現
地での様々な体験を通して、現在のハワ
イを体感して頂くことが一番の目的」と
語る。予定する「マラマハワイ」の体験
ツアーについても、「実際に体感した実体
験をもとに、マーケティングパートナー、
NPO団体と協業したプロダクトを開発、
商品化し、各社のプロダクト、メディア、
スタッフからの生の声を通じて、消費者
の皆さまへ啓蒙していただきたい」と期
待をかける。

　一方、「ジャパンミッション」は、逆に
ハワイからHTJの上局にあたるハワイ・
ツーリズム・オーソリティー（HTA）の
幹部が来日、パートナーである旅行会社
や航空会社への訪問や、来年の活動方針
を紹介するセミナーなどを通じ、日本
マーケットにおけるハワイの存在感を高
めることを目的としたイベントだ。
　昨年は、８年ぶりに各島の観光局の
トップが集結。日本市場への期待の高さ
が表れた。今年については、「現地サプラ
イヤーを招致したBtoB商談会も併せて
実施したい」という。
　ほかにも、観光局のパートナーをはじ
めとするハワイ関連企業が集まる「ハワ
イ会ジャパン」との協業によるセミナー
では、直行便が飛ぶターゲット都市を中
心に時期を見て開催していく意向。寺本
氏は「オンライン参加を含めた効率的な
協業により、可能性や効率を上げていき
たい」と語る。
　さらに５月末の週末にはBtoBtoCイベ
ントとして「ハワイエキスポ」を渋谷ヒ
カリエで開催する計画。リアル開催は、
４年ぶりとなる。パートナーの旅行会社
や航空会社、サプライヤー、ハワイ関連
企業などを集め、一般消費者へ向け、ハ
ワイの復活を大きくアピールする。
旅行会社へ向けて

サテライトオフィスの質の向上
社内で育成「マラマハワイトレーナー」
　旅行会社に向けた施策としては、前述
の「ハワイサテライトオフィス」の「見

旅行者ができることをまとめた
「マラマハワイブック」を作成

【11ページでも紹介】

昨年6月の「ジャパンサミット」の様子

「ジャパンサミット」では参加者が
「マラマハワイ」の体験を実践

ミツエ・ヴァーレイ日本支局長 寺本竜太局次長



（3）2023年（令和5年）1月2・9日  増刊第2713号

ハワイ州観光局（HTJ）  Hawaiʻi Tourism Japan（HTJ） 2-3 p

ザ・リッツ・カールトン・レジデンス ワイキキビーチ
The Ritz-Carlton Residences, Waikiki Beach 4-5 p

航空会社レポート／日本航空  Airline Report/Japan Airlines 6 p

カアナパリビーチホテル（マウイ島）  Kāʻanapali Beach Hotel 7 p

航空会社レポート  Airline Report 8 p

アウラニ・ディズニー・リゾート & スパ コオリナ・ハワイ
Aulani, A Disney Resort & Spa, Ko Olina, Hawaiʻi 9 p

旅行会社レポート  Agency Report 10 p

マラマハワイ／ジェイバ  Mālama Hawaiʻi BOOK / JEIBA SALON 11 p

ハワイ各島の観光計画「DMAP」  Destination Management Action Plan（DMAP） 12 p

週刊ウイングトラベル「ハワイ特集2023」 目次
WING Travel Weekly “Hawaii Special 2023” issue Contents

Hawaiʻi Tourism Japan（HTJ）ハワイ州観光局（HTJ）

直しと質の向上」を進める。現在の393店
舗を、今後は400店舗を目標に各店舗の精
査、必要に応じて改善、削減を行うなど
取り組みを進める。寺本氏は「ハワイへ
行きたいという機運を盛り上げるため、

『マラマハワイ』を軸に全国のサテライ
トオフィスと連携して取り組んでいきた
い」と抱負を語る。
　またサテライトオフィスは、日本国内
だけでなく、現地ハワイにもあることか
ら、「旅行者にメリット、高付加価値が
提供できるよう、現地サテライトオフィ
スにおけるプログラム構築を目指す」考
え。日本とハワイの双方向から情報を発
信していくことで、「コンテンツの共有、
協業プロモーションの積極展開を図って
いきたい」と協業による効果の最大化を
狙う。
　旅行商品を造成、販売する旅行会社へ
の教育も重要な課題。「マラマハワイ」を
浸透させるため、「オンライン、業界メ
ディアによる企画などを通じ、さらに教
育、拡散を図りたい」と力を入れる。ま
た旅行会社が行う自主研修プログラムへ
のサポートも行っていく。
　さらに旅行会社の中でハワイのトレー
ナーを育成する「マラマハワイトレー
ナー」プログラムを推進。ハワイのスペ
シャリストであるアロハプログラムの上
級取得者が観光局の戦略を共有し、自ら
社員教育を行うもの。「観光局だけでは
カバーしきれない部分を旅行会社の中で
やって頂くために、システム構築を図り
たい」という。
双方向交流

7月に姉妹都市サミット
「双方向交流が重要」
　現地ハワイでは、今年7月にホノルルで
日米協会主催の「ハワイ姉妹都市サミッ
ト」が開かれる予定だ。現在、ハワイ
州と日本の間には31の姉妹提携がある。
ヴァーレイ氏は「教育やビジネスなど、
新たな双方向交流の流れが生まれる」と
期待する。
　観光局では、引き続き姉妹都市の連携
に注力、双方向交流の活性化に努める姿
勢。「ハワイの人たちにもっと直行便が
あるところや姉妹都市に行ってもらうこ
ともひとつの施策。双方向交流が一番持
続する。お互いの関係を確立していくこ
とが日本マーケットにおける一番長期的
なやり方だと思う」と、双方向交流の意
義、重要性を強調する。
現地ハワイでの取り組み

現地での日本マーケットの存在感を上げる
日本とハワイをつなぐ「橋渡し」に
　観光局として、現地ハワイで日本マー
ケットの存在感を上げる取り組みも重
要。特に現在、日本からの訪問者はまだ
十分に戻っていない状況。ヴァーレイ氏
は「オーストラリアや韓国、カナダの
マーケットが急速に戻るなか、日本は国
際マーケットのなかで一番遅れている」
と指摘。好調なマーケットに向いた現地
サプライヤーをいかに日本市場に向かせ
るかが大きな課題となっている。
　そのためにも「日本マーケットの大切
さ、日本マーケットの客層の良さ、消費高
の高さ」をしっかりと現地パートナーに
伝えることが必要となる。「日本マーケッ
トのポジショニングをしっかり守る。そ
うすることで、日本マーケットのために
日本語のサービスやプロダクトを作って

もらったり、日本人または日本語ができ
るスタッフを採用してもらったり、日本
語のパンフレットを作ってもらったり、
現地でのエネルギー投下がコロナ前より
増えている」と語る。
　なかでも日本マーケットをまだよく知
らないパートナー、隣島の観光局、地元
コミュニティーへのアプローチなど、観
光局が果たす役割は大きい。「マラマハワ
イ」の商品造成においても、「地元コミュ
ニティーとの対話がより大切。観光局と
して、日本とハワイをつなぐ『橋渡し』
ができるよう取り組んでいきたい」と意
欲を示す。
教育旅行、MICE

教育関係者への研修旅行を実施
MCIは「Meet Hawaii」と連携
　教育旅行においては、昨年12月中旬に
大阪で米国総領事館との協業のもと教育
関係者を集めたセミナーを実施。また３
月には教育関係者向けのハワイ研修を予
定する。パートナーである米国総領事館
と航空会社、現地マーケティングパート
ナー、NPO団体と連携しながら教育関係
者への研修を進めていく意向だ。
　一方、MCI（Meetings, conventions and 
incentives）案件については、昨年４月
より「Meet Hawaii（ミートハワイ）」が
カバー、観光局として同組織と連携を図
りながら取り組んでいく。
Meet Hawaii

改めてハワイMCIの魅力を訴求
「マラマハワイ」に絡めた提案も
　昨年４月より、
ハ ワ イ に お け る
MCIを担う「Meet 
Hawaii（ミートハ
ワイ）」が日本マー
ケットでの活動を
スタート。ハワイ
州観光局と連携し
ながらハワイへの
MCI誘致に努めている。日本マーケット
担当ディレクターを務める蜂谷浩之氏に
今後の展開について話を伺った。

オンライン／対面の両面でアプローチ
ジャパンサミットに団体旅行担当スタッフ招へい
　コロナ禍における旅行会社の組織変
更に伴い、蜂谷氏は旅行会社へ向けた営
業をさらに強化していく方針。蜂谷氏は

「定期的なウェビナー、または対面の両面
で、団体向けの情報等を紹介し、ハワイ
へ団体を送客したことのない団体営業ス
タッフでも、自信を持って、積極的にハ
ワイへ団体セールスをしていただけるよ
うにしたい」と語る。
　ハワイ州観光局（HTJ）との連携にお
いては、昨年６月の「ジャパンサミット」
に団体旅行担当スタッフも招へい。今年
についても、「引き続きHTJとのコラボ
レーションを通じ、団体旅行担当スタッ
フも招いていく」と語る。また、団体旅
行向けの研修旅行も予定する。

SDGs、CSRの観点から「マラマハワイ」を提案
「ハワイに決定、リピートして頂ける」サポート
　またハワイ州で進める「マラマハワイ」
の取り組みにおいては、「SDGs（持続可
能な開発目標）やCSR（企業の社会的責
任）の観点から企業側の意識は高い」と
指摘。「ただの遊び、観光ではなく、ハワ
イで何か貢献したい、と求めている企業

に対して、プラスαの提案をしていく」
考え。例えば、観光に植樹や歴史、文化
の体験など、顧客である企業やオーガナ
イザーの要望に合わせてプログラムを作
り、提案する。
　さらに旅行会社と一緒に、企業やオー
ガナイザーへのアプローチも進めてい
く。「ハワイでの開催を決めていただくた
めの団体案件に応じたサポート、さらに
リピートして頂ける流れを作っていきた
い」という。

ハワイコンベンションセンターの認知度アップも
他デスティネーションにはない強みを強調
　Meet Hawaiiが管轄するハワイコンベ
ンションセンター（HCC）の認知度アッ
プも大きな施策のひとつ。HCCは、ハ
ワイ最大のコンベンション施設として、
3000人規模の大型団体から中小規模の団
体まで幅広く対応。リゾート感あふれる

ルーフトップや、ボールルームでさまざ
まな演出、アレンジが可能だ。蜂谷氏は

「まずは使い勝手を知ってもらい、認知度
をアップさせたい」とアピールする。
　ハワイはMCIの目的地として「コロナ
前から変わらない」人気デスティネー
ション。蜂谷氏はアクセスや気候、文
化、日本語対応可能なホテルや施設の充
実度、これまで培われてきたノウハウな
ど、「他のデスティネーションにはない魅
力があり、その点を改めて強調していき
たい」と語る。
　ハワイMCIの現況について、蜂谷氏は、

「水際対策の緩和に伴い、徐々に問い合わ
せが増えている」と説明。例えば、「コロ
ナ前に毎年数千人規模でリピートしてい
た複数の大型団体が今年からの再開を検
討している」とのことで、良い兆しを見
せており、一連の活動を通じ、MCI需要
の拡大を狙う。

ハワイ州知事 ジョシュ・グリーン氏から
日本の皆様へのメッセージ

アロハ
ハワイ州知事のジョシュ・グリーンです。

皆さまを再びハワイにお迎えできることを家族一同嬉しく思います。
ハワイは常に日本との豊かな文化的つながりを享受してきました。

皆さまの変わらぬご愛顧とご支援に感謝しております
私たちは日本の皆さまを家族のように大切に想っています。

他の多くの人と同じように、私も20年以上前に訪問者としてハワイに来ました
ハワイ島の小さなクリニックで医師として働くためです
この場所がとても気に入り、住むことを決意しました。

そして、妻のジェイミー ウシロダと出会い、２人の子供、マイアとサムを育てています

皆さまに私たちがハワイを愛している理由をいくつか共有します。
私たちが愛しているハワイの魅力をお伝えします。

まず、ここに住む人々です。ハワイは世界で最も民族的に多様な場所の1つです。
人 と々ハワイの文化が、ハワイを唯一無二の存在にしています。

ハワイの歴史と文化、そしてハワイの人々が大切にしている
「マラマ」という思いやりや恩返しするという
価値観について知っていただければ幸いです。

ハワイを思いやる心は、ハワイとの関係を深めてくれます。

 マイア： 私たちは皆、ハワイの美しさ慕い、特に若い世代のために、
　　　　  皆で協力して環境を守っていきたいと思っています。

 サム： 私たちはハワイの食べ物も大好きです。
　　　　  素晴らしい食べ物や食事ができる場所がたくさんありますので、
　　　　  オハナ（家族）と一緒にハワイにお越しの際は、ぜひお楽しみください。

 ジョシュ： 私たち家族がハワイについて愛していることは語りきれません。
  是非、皆さまの好きなものを見つけていただきたいです。
  すべての島に訪れ、人々に会い、ハワイを好きになってください。
  ハワイで言うところの「オハナからあなたへ…」

 全員： エ コモ マイ
  ようこそ

動画はこちらから　https://youtu.be/QcngD0r4x10

昨年11月の「ジャパンミッション」の様子。HTA、Meet Hawaii幹部や各島観光局の代表が集結した

蜂谷浩之氏

https://youtu.be/QcngD0r4x10
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安心・安全のニーズに応える暮らすような旅のスタイル
レジャーでもMICEでもリッツブランド最上級のおもてなし
「ザ・リッツ・カールトン・レジデンス・ワイキキビーチ」は、マリオット・グルー
プの最高級ブランド「ザ・リッツ・カールトン」の世界初のレジデンスタイプのホテ
ル。リピーターを中心に、ワイキキでラグジュアリーな滞在を望む日本人旅行者か
ら支持されてきた。出入国制限の緩和に伴い、MICE利用の引き合いも増えてきてお
り、安心・安全に、そして上質な滞在を求める需要に応えていく。

コロナ禍においても
高水準の客室単価と稼働率

　出入国制限の緩和にともない、ハワイ
への日本人マーケットも少しずつ動きを
見せ始めているものの、依然厳しい状況
が続いている。
　ハワイ州全体の2022年1～9月の日本人
訪問者数の累計が、コロナ前の2019年同
期比で10％にとどまる中、同ホテルの日
本人宿泊者は全体の約15％を記録。日本
人マーケットの動きが遅れるなかでも、
堅調に回復の兆しを見せている状況だ。
　ホテル業界のトレンドを調査するSTR
レポートによると、ハワイのラグジュア
リーホテルのカテゴリーの中でも、客室
単価、および稼働率において首位を維持
しており、日本地区営業の舩岡千晶氏は

「コロナ禍においても、客室レートのみな
らず、高いオキュパンシーを維持できた
のはザ・リッツ・カールトンの高いブラ
ンド力が評価されたのではないか」と語
る。

レジデンススタイルで暮らすような滞在
全室に浄水器を導入

　
　今後の旅のスタイルとしてさらに求め
られる安心・安全に配慮した滞在。いかに
同行者と安心して過ごせる時間と場所で
あるかどうかは、今後の海外旅行のキー
ポイントになるともいえる。
　ザ・リッツ・カールトン・レジデンス・
ワイキキビーチは、全室にキッチン（も
しくはキチネット）付き。部屋を所有し
ているオーナーが、その部屋を旅行者に
貸し出すスタイルをとっているため、ま
るで「ハワイに住んでいる」ような旅を
実現できるのが特徴だ。

　全室オーシャンビューで広いバルコ
ニーが付いており、日本人がよく利用す
る客室タイプである「デラックス・オー
シャンビュー・スイート」では、69～72
平米とほかのワイキキのホテルと比べて
も広くゆったりと過ごすことができる。
　ホテル内には、モダン・フレンチ「La 
Vie（ラ・ヴィ）」、カジュアル・イタリア
ン「Quiora（キオラ）」、高級鮨「すし匠」
など、豊富なダイニングはもちろん、1階
には「ディーン＆デルーカ」やスーパー
マーケット「Island Country Market」が
あるので、お気に入りの食材やお惣菜、
ワインを購入して、同行者だけの空間で
ゆったりと食事をとるといった過ごし方

ができるのもレジデンスタイプならでは
だ。もちろん洗濯機や乾燥機も客室内に
備えているので、外出後の気になる汚れ
も洗濯して常に清潔に保ちながら過ごす
ことができる。
　レジデンスと
はいえ、ホテル
としてのサービ
スも万全。ハウ
スキーピング、
ルームサービス
も、人気のスパも完備。ホテルのスタッ
フはバイリンガルが多く、各部署に必ず
日本語が話せるスタッフを置いている。
世界で認められた高品質の「ザ・リッツ・
カールトン」ブランドのホテルサービス
をレジデンスでも楽しむことが可能だ。
　また、新たに浄水器を客室に導入。宿
泊者には滞在中に利用できる水筒ボトル
を人数分提供している。現在はホテルの
稼働状況をみながら段階的に導入してお
り、ゴールデンウイーク明けには、全室
に導入する予定だ。

環境に配慮したホテルとしての取り組み
アラワイ運河の浄化プロジェクト 

　ザ・リッツ・カールトン・レジデンス 
ワイキキビーチは、オアフ島内最大の水
路であるアラワイ運河の浄化を目的に活
動する非営利団体「ゲンキ・アラワイ・
プロジェクト」のホテルとしては初の協
力パートナーなった。
　同プロジェクトは今後７年間をかけ、
運河浄化の効果が見込まれるEM技術を
駆使した「EMゲンキボール（EM団子）」
を20万個をアラワイ運河へと投下するこ
とで、同運河を安心して水泳や釣りなど
を楽しめる運河とすることを目指したも
の。同ホテルでは 募金を通じて団体の活
動を支援していく。
　ホテルでは、支援するための特別宿泊
プランを用意。宿泊料金から10ドル、さ
らにホテルが10ドルを上乗せし、合計20
ドルをゲンキ・アラワイ・プロジェクト
へと寄付する。20ドルは、４個の「EMゲ
ンキボール（EM団子）」の金額に相当す
る。なお、同宿泊プランには、リゾート
内のレストランややスパで利用できる、
１泊20ドル相当のリゾートクレジットも
セットにしているので、お得感もある。  
　今回の取り組みは、ハワイ州観光局が
推進するレスポンシブル・ツーリズム（責
任ある観光活動）施策、「マラマハワイ」プ
ロジェクトの取り組みに連携する形で実
施する。

全室オーシャンビューで
MICE需要にも高い競争力

　 約３年ぶりの海外旅行の回復に伴い、
ハワイのMICE需要の引き合いも増えて
いるという。ザ・リッツ・カールトン・
レジデンス ワイキキビーチでは、日本
人旅行者からの要望が多いツインベッド
を25室まで確約。そのほかにも、クオリ
ティーの高いソファベッドとキングベッ
ドを組み合わせれば、全室ツインに対応
することから、団体のニーズにより応え
やすくなっている。
　またワイキキの他のホテルでは「部屋
指定なし」の契約の場合、シティビューの
客室が割れ当てられることもあるが、ザ・
リッツ・カールトン・レジデンス・ワイ
キキビーチはすべての客室がオーシャン
ビュー。他のホテルのオーシャンビュー
を指定した場合の価格と比較すると競争
力は高い。
　さらに団体向けにはウェルカムギフト
として、レイ、おしぼり、ウェルカムド
リンクを提供。リゾートフィーが無料と
いうのも、団体オーガナイザーや旅行会
社にとっては、顧客への大きなアピール
ポイントにもなる。また団体専用のツ
アーデスクとしてシアタールーム（小会
議室）の貸出も開始している（空室状況
による）。

宴会場とレストランの利用で
充実した受け入れ体制

　「ダイヤモンドヘッド・タワー」の９階
には、宴会場「ザ・ホライズン・テラス

（Ⅰ＆Ⅱ）」を完備。8人掛けで11卓（計
88人）まで収容することが出来る（スク
リーンを設置した場合は10卓（計80人）。
　隣接する屋外スペースには海を望む

「ホライズン・ラナイ」。そこでは３卓を
追加設置できるほか、美しいサンセット
の景色を眺めながらカクテルパーティー
を行うことも可能。そのままの流れで、

屋内宴会場でディナーという演出も可能
だ。
　また、ホテル内のレストラン「Quiora

（キオラ）」（カジュアル・イタリアン）で
は、貸し切り利用に加え、レストラン内
の一部スペースと、屋外宴会スペースの
一部利用の場合、ホテル宴会場利用料金
ではなく、レストラン料金での利用も可
能だ（団体利用はレストランの稼働状況
によるので要問合せ）。

人気の２つのインフィニティプール
22時まで営業で安心して利用

　ホテル８階には、ファミリープール（ダ
イヤモンドヘッド・タワー）とアダルト
プール（エヴァ・タワー）があり、ワイ
キキで一番高い場所にあるプールとあっ
て訴求力が高い。またワイキキエリアの
他ホテルのプールは、安全上の観点から
夕方には利用ができなくなってしまうと
ころが多いが、同ホテルでは22時まで営
業。滞在客がホテルに戻った後もリラッ
クスして安心して利用できる。
　ファミリープールでは、午後２時から
30分間、ローカル・オーガニック食材で
作られたジェラートやソルベを無料で提
供するワゴンサービス「Low Tide」が引
き続き好評。８階は共有スペースとなっ
ているため、アダルトプールの利用者で
もこのサービスを受けることが可能だ。

The Ritz-Carlton Residences, Waikiki Beachザ・リッツ・カールトン・レジデンス ワイキキビーチ

全室オーシャンビューの「ザ・リッツ・カールトン・
レジデンス・ワイキキビーチ」

洗濯機・乾燥機を完備

「Malama Hawaii」
ゲンキ・アラワイ・プロジェクト動画
https://youtu.be/DKKufW6N9HQ

グループの要望が多いツインベッドは25室確約

団体専用ツアーデスクとして利用できるシアタールーム

カジュアルイタリアン「Quiora（キオラ）」

スライダー付きで子供にも大人気の
ファミリープールルーム

ジェラートやソルベを無料で提供する
ワゴンサービス「Low Tide」

18歳以上が利用可能なアダルトプール

女子旅イメージ動画
https://youtu.be/nUHXWw9iRLE

ザ・リッツ・カールトン・レジデンス　ワイキキビーチ
公式ホームページ：
https://www.ritzcarlton.com/jp/hotels/hawaii/waikiki

東京予約センター：0120-853-201
団体・営業に関するお問い合わせ：03-6807-1163  舩岡まで

ジョン牛嶋氏 舩岡千晶氏

8階 ロビーフロア 宴会場

プールバー＆
レストランファミリープール

レセプション

La Vie大人専用プール&カバナ

すし匠
エレベーター

（1階より8階まで直通）

シアター室

フィットネスセンター（下階）

エヴァ・タワー
ダイヤモンドヘッド・タワー

ザ・リッツカールトン・スパ
サウナ＆スティームルーム

https://youtu.be/DKKufW6N9HQ
https://youtu.be/nUHXWw9iRLE
https://www.ritzcarlton.com/jp/hotels/hawaii/waikiki
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成　田 ●

羽　田 ●

中　部 ●

関　西 ●

●

●コナ（ハワイ島）

ホノルル（オアフ島）
毎日1便

＋週1便（JL8786/8785）運航
※追加設定日あり

いち早く供給を回復
ホノルルマラソン契機に需要回復

　現在、JALは羽田−ホノルル線を毎日
２便、成田−ホノルル線を毎日１便、加
えて関西−ホノルル線と中部−ホノルル
線をそれぞれ週１便程度、また成田−コ
ナ線を、ピークシーズンを中心に季節運
航する体制をとっている。杉本氏は「い
ち早くハワイ路線の供給を回復している」
と語る。
　需要については、コロナ前の2019年度
比で第１四半期（4～6月）は10％、第２四
半期（7～9月）は20％、第３四半期（10～12
月）は30％程度といった状況。
　徐々に需要は戻ってきており、「12月中
旬のホノルルマラソンや年末年始は臨時
便を運航、搭乗率は８～９割に達してお
り、通常期と比べ＋20％以上需要が盛り
上がっている」という。JALでは、協賛
するホノルルマラソンを契機に、年末年
始や春休みのハワイへの旅行需要を盛り
上げていきたい考え。
　一方、傾向としては、ビジネスクラス
利用の増加が顕著で、「ビジネスクラス
から予約が埋まる傾向は、コロナ前から

ニーズの変化に合わせ、多様な選択肢を提供
今までと違ったハワイのプロモーションを

日本3都市からハワイへ
コナ線も3月運航予定

Japan Airlines日本航空

JALでは日本からハワイへ、JAL便往復の個人
運賃、またはマイル利用による特典航空券の利
用客を対象に、ハワイの観光や移動に便利な

「JALOALOカード」を提供している。ワイキキ
トロリー乗車時や、その他交通サービスでアプ
リ画面を提示することでお得な特典サービスを
受けられるデジタルカードだ。

JALOALOカードで
ハワイの観光や移動が便利に

SERVICE

www.jal.co.jp/jp/ja/inter/campaign/flyaway2022/

現在JALでは、期間中（2023年3月31日まで）に
JALグループ国際線に２回搭乗すると、抽選で大
谷翔平選手のサインボールやJAL国内線航空券が
当たるキャンペーンを実施中。応募方法やキャン
ペーン詳細については以下サイトまで。

JAL国際線に乗って当てよう
プレゼントキャンペーン

CAMPAIGN

3月25日までのスケジュール

NETWORK & SCHEDULE

JALでハワイへ
国際線搭乗キャンペーンも実施中！

JALOALOカードでお得に

詳しい情報は「www.jal.co.jp/jp/ja/inter/route/hawaii/」まで

2月運休、3月16日より
週3便運航

毎日2便運航

週1便運航
※追加設定日あり

週1便運航
※追加設定日あり

観光ショッピングに便利な
ワイキキトロリー

比較的見られていたが、コナ線も含め、
さらにその動きは顕著になっている」と
のこと。また、タイムシェア利用層が増
え、平均滞在日数が伸び、一方で「４泊
６日や３泊５日のパッケージツアー利用
層はまだまだ少ない。円安傾向もあり、
余裕のある方からの渡航が顕著だ」との
ことだ。

いかに搭乗率を上げていくか
多様な選択肢で多様なニーズに対応

　今後の展開としては、まずは「2022年
下期から既に進めているが、供給をいち
早く戻していきたい」と説明。３月には
成田−コナ線を週３便で運航する予定の
ほか、関西、中部の便も追加便を設定す
るなど対応。供給を戻した上で、「いかに
搭乗率を上げていくか」が今後の課題と
なる。
　JALでは、グループ会社のZIPAIRを
含め、「JALグループとして、さまざま
なニーズに応えていく」方針。例えば、
羽田便は「毎日２便のうち１便が首都圏
のマーケット、もう１便が日本各地から
の乗り継ぎ需要に便利なスケジュールと
なっている」とのこと。また成田便は「団

体旅行や修学旅行などに対応できる便」
と位置づける。
　杉本氏は、「これまでのジャンボ機によ
る大量送客からニーズが変わってきてい
る。いろいろな選択肢を用意し、幅広い
お客様に対応していきたい」と語る。

「マラマハワイ」で新たな観光需要を創出
パッケージツアーの需要をベースに

　旅行会社との協力関係も重要だ。杉本
氏は「コロナ禍の約２年間、旅行会社の
皆さまとは商品造成を含め、水面下で復
活の際の商品を用意していた」と説明。
　観光局が進める「マラマハワイ」にお
いては、「いかに打ち出していくか、航空
会社単体では難しい部分があり、旅行会
社の皆さまと一緒になって、新たな観光
需要を創り出していきたい。手探りとは
なるが、トライ＆エラーを重ねながら、
小規模な商品でもチャレンジしていきた
い」と、前向きな姿勢を見せる。
　「マラマハワイ」にマッチした具体的
な商品展開はこれからとなるが、まずは
「普通の旅行を復活させていきたい。安心
して戻ってきていただける下地を整えた
い」とのこと。従来のパッケージツアー
も大事にしながら、旅行会社と一緒に新
たな旅行商品を創出していく、というス
タンスだ。
　杉本氏は「まずは国内の旅行需要が
戻っており、旅行への機運を盛り上げな
がら、今後は海外旅行に目を向けていた
だける仕掛けを打っていきたい。その上
で持続可能な観光需要の創出を考えてい
きたい」と語る。
　また「旅行会社のそれぞれの強み、特
徴を活かした展開をしたい。今後、需要

の回復が見えるなかで商品のラインナッ
プを増やしつつ、それぞれの強みを一緒
に伸ばしていきたい」と述べ、旅行会社
との協業を重視する意向を示した。

「マラマハワイ」が新しいハワイの魅力に
マラソンなどイベント通じ、地元に貢献

　「マラマハワイ」に関連した活動として
は、現地支店がビーチクリーンに参加す
るほか、機内で観光局の「マラマハワイ」
の動画を放映し、ハワイでの持続可能な
行動の啓蒙をサポート。杉本氏は「ハワ
イで提唱する新しい観光のあり方を、お
客さまに伝える役割を担っている。これ
までと違ったハワイのプロモーションを
打ち出したい」と語る。
　ホノルルマラソンやホノルルハーフマ
ラソン・パパルア、ホノルルセンチュリー
ライドといったスポーツイベントへの協
賛を通じた地元への貢献も大きな取り組
みのひとつだ。実際にホノルルを走るこ
とで、「ハワイの自然を感じていただける
貴重なタイミング」となることからも、
こうしたスポーツイベントは、ハワイの
自然、環境の大切さを実感できるイベン
トとして大きな意義がある。

※インタビューは2022年10月28日に行いました。
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羽田からは毎日２便、成田−コナ線は
３月に週３便運航予定。関西、名古屋
からも週１便に加え、需要に応じて追
加便の設定もある。

ワイキキの中心T ギャラリア by DFSと
アラモアナ・センターを結ぶショッピング
に便利なピンクラインが無料に。

観光・空港送迎が
割引／定額料金で利用可能

＼飛び立とう、世界へ!!／

※コードシェア便は対象外
※表示にはJALアプリが必要

チャーリーズ・タクシーとロバーツ・ハワイ（送迎バス）の
空港−ホテル間、ホテル−人気観光スポット間の送迎サービ
スをチップ込みの定額料⾦で利用可能。

1

2

※2022年12月15日の情報です。※スケジュールは予告なしに変更になる場合があります。

エコノミークラス、プレミアムエコノミーク
ラスの利用客は黄色いJALOALOカード（左）、
ビジネスクラスの利用客は赤色のJALOALO
カードALI‘I（右）を用意。

年末年始にはファーストクラス（写真）を搭載した
機材をハワイ線に投入。需要動向に柔軟に対応する。

ホノルルマラソンなどの現地スポーツイベントに
協賛（イメージ）

日本航空（JAL）旅客販売推進部
国際線企画グループ統括マネジャー

杉本 一走 氏

2022 © HM-A Honolulu Marathon

https://www.jal.co.jp/jp/ja/inter/route/hawaii/
https://www.jal.co.jp/jp/ja/inter/campaign/flyaway2022/
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オアフ島

マウイ島

飛行機で30～35分

「ハワイで最もハワイらしいホテル」
リノベーションでより快適に
マウイ島のカアナパリビーチに建つカアナパリビーチホテルは、「ハワイで最もハワ
イらしいホテル」として、ハワイの文化や伝統を体験できるユニークなリゾートホテ
ルだ。2021年にはリノベーションを実施、客室や新しいレストランなど、装いも新
たに生まれ変わった。ここでは改めてマウイ島とホテルの魅力について紹介したい。

マウイ島

Kāʻanapali Beach Hotelカアナパリビーチホテル（マウイ島）

なぜ、カアナパリビーチホテル？

リノベーションで装い新たに
快適な客室、新しいレストランがオープン

　リノベーションにより、生まれ変わった客室。全
432室のうち264室が既に改装済み。ハワイ文化をコ
ンセプトに、伝統的なハンドクラフトやアート作品
を飾り、モダンで機能性を重視した明るい印象だ。

　アメリカ本土では、オアフ島よりマウイ島の方が人気。
特にハネムーン先として、高い評価を集めている。

①ハネムーナーに人気のロマンティックなリゾート

　ホノルルから飛行機でわずか30～
35分。マウイ島は、ホノルルのあるオ
アフ島よりもこぢんまりとした雰囲
気で、ゆったりと過ごすのには最適。
多彩な魅力にあふれている。

　数あるマウイ島のビーチの中でもカア
ナパリビーチホテルが建つカアナパリ
ビーチは、全米第２位の評価を獲得。極
上のリゾートライフを体験できる。

②全米第2位のカアナパリビーチ

　ビーチだけでなく、標高
3055ｍの頂上まで車でア
クセスできるハレアカラ
や、三日月の形をしたモロ
キニ島など、スケールの大
きな大自然が広がる。

③スケールの大きな大自然

　カアナパリビーチに近いラハイナは、
かつてのハワイ王朝時代の首都だった場
所。島には歴史遺産も数多い。

　おしゃれなショップやカフェ、レスト
ランが建ち並ぶ小さくて可愛らしい町が
点在。ローカルメイドのお土産品探しに
も最適。

⑤ 可愛らしい町でショッピング

　カアナパリビーチホテルの最大の特徴は、「ハワイで最もハワイらしいホテル」と
して、ハワイの文化、伝統を体験できるプログラムが充実していること。滞在を通
して、よりハワイと深くつながることができる。

　マウイ島の西海岸、全米2位にも選ばれたカアナパリビーチの真ん中に位置。
目の前にビーチがあり、最高のリゾートライフを満喫できる。ゴルフコースや
ショッピングモール、レストランやアートギャラリーへは徒歩圏内。ラハイナ
からも近い。

① 絶好のロケーション

　ハワイらしいホテルとして、アロハの心でお
もてなし。アメリカの旅行雑誌や地元ハワイの
雑誌で多数の賞を受賞するなど、質の高いサー
ビスを提供。

② 質の高いサービス

　17歳までの子供は、大人と一緒に滞在する際
は無料。「フイフイ」での特別メニューや多彩な
キッズプログラムを用意。

③ ファミリーでも楽しめる

　客室内のWi-Fi接続も無料で提供。とっておき
の画像を早速SNSにアップできる。

④ リゾートフィーが無料

充実のハワイアンアクティビティ
　ホテル最大の自慢が毎日開催するハワイアンア
クティビティ。その多くが無料で体験できる。ホ
テルには、ハワイアンカルチャーアドバイザーが
常駐。スタッフ向けのカルチャー教育も実施、ホ
テル内にはスタッフの手による工芸品や装飾品が
展示されており、ハワイ気分を盛り上げてくれる。
　さらにシグニチャーレストランの「フイフイ」
ではハワイの伝統料理を味わえるほか、毎日開催
するハワイアンミュージックとフラのエンターテ
インメントは必見。チェックアウト時のレイセレ
モニーも忘れられない思い出となるだろう。
　また、シュノーケリングやSUPといったビーチ
リゾートならではのオーシャンアクティビティも
多彩に楽しめる。

　朝昼晩の食事を提供するシグニチャーレストラ
ン「フイフイ」。オーシャンフロントの絶好のロ
ケーションを誇り、沈みゆく夕陽を見ながらロマ
ンティックなディナーを楽しめるとあって地元で
も人気のレストランだ。先ごろ地元の雑誌で「Best 
New Restaurant」と「Best Hawaii Regional Cuisine」
の２部門で、金賞を受賞した。
　ホテルには他にも、朝食ビュッフェを提供する

「ケアオ」、プールサイトの「ヴェロヴェロ」、テイ
クアウト専門の「へレオン」がある。

オーシャンフロントの絶好のロケーション
シグニチャーレストラン「フイフイ」オープン

ハワイの文化を感じさせるモダンな客室

ロマンティックなリゾート
雄大な大自然や可愛らしい町も点在

ハワイの文化と伝統を体験、充実の体験プログラム
Why Kā‘anapli Beach Hotel?

④ハワイ王朝時代の歴史遺産も

ハワイアンアクティビティの一例

ハワイの文化や歴史、ハワイ語を継
承するためにフラの重要性を学ぶ

ティーリーフを使ったレイメイキ
ング

ハワイアンミュージックや歌を楽
しみながら学ぶ

自然の力で航海する伝統航海術に
ついて学ぶ

マウイ島やハワイ文化についてホ
テル敷地内に生息する植物にまつ
わるストーリーを通して学ぶ

90分のガイド付き6人乗りカヌー
ツアー

レイメイキング

マカイイカイ

フラ

パナナ

メレ

アウトリガーカヌーツアー

Maui Island

New Topics

チェックアウト時のレイセレモニー

カアナパリビーチホテルのE-Bookや最新情報、インスタグラムはこちらから

カアナパリビーチホテルは、カアナパリビーチの
中央に位置。広大な敷地面積を誇る

モロキニ島
ハレアカラ

©Hawaii Tourism Authority（HTA）/ Tor Johnson

チェックアウト時の「レイセレモニー」で贈ら
れるククイナッツのレイ（写真）を毎回ホテル
へ持って帰るたびに白いナッツが増えていく

「フイフイ」では、エグゼクティブシェフのトム・ムロモトの
手により、マウイ産の食材やハワイの調理方法で、ローカルテ
イストを取り入れたハワイ伝統料理やハワイ・リージョナル・
キュイジーヌを味わうことができる

© 2021 Mieko Horikoshi

改装済みの客室の
うちバスタブがあ
るのは50室（それ
以外はシャワーブ
ース／写真）。エコ
の観点からシャン
プーとボディソー
プは備え付け

©Hawaii Tourism Authority（HTA）/ Tor Johnson

©Hawaii Tourism Authority（HTA）/ Tor Johnson

©Hawaii Tourism Authority（HTA）/ Tor Johnson

©Hawaii Tourism Authority（HTA）/ Mark Kushimi

https://linktr.ee/kbhmauijp
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ビジネスクラスが好調
A380が需要喚起の契機に

　現在、ANAのハワイ路線は、羽田−ホ
ノルル線が毎日運航、エアバスA380型機

「FLYING HONU（フライングホヌ）」で
運航する成田−ホノルル線は週３便で運
航している。成田線については、12月よ
り週５便に増便した。
　現状の需要状況について、菅野氏は「ビ
ジネスクラスが好調。10～11月は、搭乗
率で８割台をキープしている」と語る。
まずはビジネスクラスの販売を継続的に
促進していくが、今後はエコノミークラ
スについても「搭乗率を高めていきたい」
意向。また3泊5日、4泊6日の利用がある
ものの、「１週間や１週間以上など、比較
的長期の利用が目立っている」という。
　同社だけが運航するA380型機による
効果も大きい。「羽田線は、利便性の高さ
で選ばれるが、成田線についてもA380型
機だから選択する人が多い。単なる輸送
手段でなく、旅自体を楽しむ層がいる。
A380型機が旅行の良い契機となってい
る」と説明する。
　菅野氏は「外務省による感染症危険レ
ベルが２～１に下がったことに加えて、
水際対策の規制緩和で、海外旅行のハー
ドルは確実に下がっている」と指摘。特
に12月や年末年始は多数の予約が入った
ことで、「ポジティブな動きが見られてい
る」と述べ、今後の需要回復に期待を見
せる。

成田線A380は3月よりデイリー化
ファミリーへのアプローチを強化

　A380型機を投入する成田−ホノルル
線については、３月６日よりデイリー運
航となる予定（A380型機による運航は週
３便、週４便はボーイング777−300ER型
機による運航）。座席供給が強化されるこ
とから、菅野氏は「2023年はA380を中心
に盛り上げていきたい」と意欲を示す。
　同機材は、エコノミークラス席をベッ
ドのように利用できるカウチシート

「ANA COUCHii」を日本の航空会社で初
めて採用するなど、ファミリー層に評判
の高いプロダクトを展開しており、「ファ
ミリー層にA380の魅力を伝えていきた
い」考えだ。
　ファミリー層については、「コロナ前と
比べて需要はまだまだだが、年末年始の
期間を中心に戻ってきており、今後はよ
り一層期待できる」と、期待を寄せる。

上級クラスの販促も引き続き注力
旅行会社の訴求力にも期待

　一方、ファミリー層に加え、好調なビ
ジネスクラスの販促も引き続き強化して
いく。菅野氏は「時間やゆとりのある方に
利用して頂けるよう、質の高いサービス
提供へ向け、日々プロダクトやサービス
面での開発を行っている」とアピール。
　A380型機については、ビジネスクラ
スだけでなく、個室感覚のファーストク
ラス、73席もあるプレミアムエコノミー
と、上級クラスが充実している。そのた
め、ビジネスクラスだけでなく、「A380
が優位である部分を積極的にアピールし
ていきたい」と力を入れる。
　具体的な訴求方法としては、SNSプロ
モーションやキャンペーンを通じた一般
消費者へ向けた訴求に加え、旅行会社へ
のアプローチも強化していく意向。菅野

氏は「旅行会社は対面販売に強みがある。
対面による訴求力を存分に活かして、旅
の良さを伝えて頂きたい」と語る。
　また「ウェブサイトの活用やダイレク
トなアプローチなどが今後より推進され
る中で、より良い形での販売サポートも
行っていきたい」と、新たな展開にも前
向きだ。
　菅野氏は「ANAは昨年7月からA380の
運航を再開しており、今後も旅行会社と
協力しながら大きなチャンスを活かして
いきたいと考えている。続々と仕掛ける
ことで、より良いものを提供し、ハワイ
への旅行需要を盛り上げていきたい」と
強調した。

文化交流イベント「ANA ʻAha Mele」を開催
「マラマハワイ」を現地イベントで実践

　ANAは、2019年に初開催した「ANA 
HONOLULU MUSIC WEEK」を「ANA 
ʻAha Mele（アハメレ）」としてリニュー
アル、昨年11月18～19日に実施した。持
続可能な交流促進を目指し、ハワイの文
化継承や環境保全をテーマにしたイベン
トで、ハワイ州観光局が推進する再生型
観光「マラマハワイ」を実践した内容と
なっている。

　具体的には、ピアニストの辻井伸行氏
による現地の小学生を対象とした音楽教
室や、「ウクレレピクニック・コンサー
ト」、ANAグループ社員による植樹など、
旅行者だけでなく、地元コミュニティー
も対象としているのが特徴。
　他にも昨年９月には「ANA×ホノルル
海さくら ビーチクリーン」と題し、現地
NPO団体「ホノルル海さくら」と一緒に
ビーチクリーン活動を実施。３回目とな
る今年は、アラモアナ・ビーチパークで
75名以上が参加した。
　さらにワイキキとアラモアナを結ぶ

「ANAエクスプレスバス」は、2019年４
月に航空会社としてハワイで初めて導入
した静かで
環境負荷も
少ない電気
バスだ。
　「マラマ
ハワイ」に
ついて、菅
野氏は「理
念に共感し
ている。さまざまな取り組みを通じて、
積極的に関わっていきたい」と語る。特
に旅行会社で「マラマハワイ」を商品化
する動きがあるなか、「SDGsへの関心が
高いZ世代へのアプローチとして意義は
あると思う。参画できる余地があれば前
向きに参画していきたい」とのスタンス
を見せる。
　さらに「ANA単独よりも旅行会社と一
緒になって取り組むことが効果的」と指
摘。例えば、「ANA ʻAha Mele」を絡め
るなど、さまざまなアプローチを検討し
ていきたい考えだ。

Airline Report航空会社レポート

A380の強みを活かした施策
現地イベント軸に持続可能な観光に寄与

ANA
レベニューマネジメント部
マネージャー
菅野 翔 氏

日本人の需要回復がカギ
「戻る前提」ではなく、まずは状況分析

　現在、ハワイアン航空は、羽田と成田、
関西からそれぞれ毎日１便ホノルルへ運
航。昨年の夏以降、渡航制限が段階的に
緩和されるなか、「需要は確実に戻ってい
る」状況にある。ただ「オーストラリア
や韓国など、他のマーケットの戻りが早
く、日本マーケットは期待ほど戻ってい
ない印象」という。
　円安やアメリカでのインフレ、国内旅
行需要が盛り上がっている点など、いく
つかの要因はあるが、伊東氏は「日本路
線は、日本からのアウトバンド需要がほ
とんど。まず日本人が戻ることが重要だ」
と強調する。
　また、旅行の傾向として指摘するの
は、旅行計画の変更に柔軟に対応できる
層と、ビジネスクラス利用客の増加。「こ
れまでの４泊６日の旅行スタイルから、
より長く、柔軟に計画できる層が増えて
いる」とのことだ。
　伊東氏は、「コロナ前の2019年レベルに
戻るのか、また新たなハワイへの旅行需
要を作っていくのか、両方に対応できる
ようにしたい」と説明。そのためにも現
状の把握は重要。「お客様やパートナーで
ある旅行会社の声やデータを見極めなが
らやっていきたい。戻る前提ではなく、
しっかりと状況を見極めたい」と語る。

「需要に合ったものを提供」
アンシラリーの拡充、予約変更可能な運賃

　一方、旅行会社に対しては、「コロナ禍
においても、可能な限り旅行会社の方々
と商品造成の面で協議を続けてきた」と
のこと。現在、需要が回復するなか、伊東
氏は「お客様のニーズが変わってきた。
旅行パターンを旅行会社の皆様と情報共
有することで、需要に合ったものを提供
していきたい」と語り、引き続き旅行会
社との協業も通してニーズの多様化に対
応していく姿勢を示す。
　具体的には、まずアンシラリー（付帯）
サービスを拡充。昨年10月からは、日本
路線において「プリファードシート」の運
用を開始。追加料金を設定することで、
エコノミークラスの通路側や搭乗口に近
い座席を予約できるサービスだ。足元の
広い座席で、優先サービスやアメニティ
が付く「エクストラ・コンフォート」同
様、「価値を見出すお客様に提供していき
たい」考えだ。
　また同社はすべての運賃が変更可能。
急な予定変更にも対応できる態勢を整え
る。伊東氏は「状況に応じて必要なもの
を形にしていきたい」と語る。
　こうした対応を進める上でも、やはり
ベースとなるのは旅行会社との関係だ。

「運航計画をしっかりとしたものにする
には、旅行会社の皆様の力添えが不可
欠。良い形に関係を深めてきたい」との
こと。さらに「昔のものにとらわれずに
話を進めていきたい」と述べ、ニーズに特
化した旅行会社や部署など、新しいパー
トナーシップの構築にも前向きだ。
　伊東氏は「観光局や旅行会社からアド
バイスを頂いたり、また意見交換を行っ
たりすることで、新しいハワイマーケッ
トを活性化、共に作っていきたい」と意
欲を見せる。

教育旅行に注力
地方需要の開拓にも

　教育旅行の需要開拓にも力を入れる。
英語学習や平和学習、さらに自然豊かな
ハワイは、SDGsや環境に関する教育素材
が豊富。伊東氏は「2021年は福岡県とハ
ワイ州の姉妹提携が40周年、2022年は北
海道とハワイ州との友好提携が5周年を
迎えた。日本とハワイを結ぶ懸け橋とし
て、教育旅行を通じた学生の相互交流を
推進していきたい」と意欲を見せる。地
方需要の喚起においても教育旅行が重要
とのスタンスだ。

ハワイの航空会社としての使命
「Travel Pono」責任ある行動を提唱

　ハワイ州観光局（HTJ）が進めている
「マラマハワイ」に関しては、「ハワイの航
空会社として」積極的に関わっていく。
伊東氏は「多くの人をハワイに運ぶだけ
でなく、ローカルコミュニティの一員と
しての責任がある」と強調する。
　具体的な取り組みとしては、「Travel 
Pono」と題し、ウェブサイトやSNS、
動画や機内ビデオを通じて、ハワイの自
然環境や文化を守り、配慮するためのハ
ワイでの責任ある行動を促すほか、日本
マーケットの取り組みとして、「ハワイ
おもてなしキャンペーン」を実施。これ
は搭乗券を提示するとハワイ現地で特典
が受けられるもので、「地元での消費を
通じて、ローカルビジネスをサポートす
る」目的もある。

多様化する顧客ニーズに対応
新しいマーケット創出も視野に

ハワイアン航空
日本地区営業本部長　
伊東 智浩 氏

昨年11月に開催した「ANA ̒Aha Mele」の様子

エクストラ・コンフォート

「Travel Pono」動画リンク

ANAエクスプレスバス

ハワイアン航空「Travel Pono」ウェブサイト
www.hawaiianairlines.co.jp/travelpono

http://www.hawaiianairlines.co.jp/travelpono
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ディズニーマジックとハワイの文化が融合した極上リゾート
充実の施設とサービスでワンランク上の滞在を
ハワイ・オアフ島コオリナ地区に広がる「アウラニ・ディズニー・リゾート&スパコ
オリナ・ハワイ」(アウラニ)は、ディズニーマジックとハワイの豊かな文化や美しい
景色を融合させたファミリー・パラダイス。ディズニーファンだけでなく、ワンラン
ク上のハワイ旅行を求める旅行者にも選ばれている。そのアウラニらしい魅力とは。

静かで美しいコオリナに、
キャラクターコスチュームも一新

　アウラニがあるコオリナ地区は、ホノ
ルル国際空港から西に車で約30分、東側
のワイキキとは逆側にあるラグーンと白
砂のビーチで有名な場所だ。賑やかなワ
イキキとは異なり、静かでプライベート
感溢れる雰囲気が旅行者から人気を集め
ている。
　アウラニとは、ハワイ語で「メッセン
ジャー」という意味。雄大な自然が育ん
だハワイの歴史や文化、そしてそこに宿
る独自のスピリッツを語り継いでいきた
いとの想いから名付けられた。
　ハワイのディズニーリゾートらしく、
キャラクターグリーティングでも、ミッ
キーやミニーはアロハシャツを着て登
場。最近、そのコスチュームも、ハワイ
の人気ブランド「シグゼーン」のアロハ
シャツに一新された。

ハワイらしい客室で
ディズニーホスピタリティ

　アウラニの客室数は、スィート16室を
含む計351室。このほか、ディズニー・バ
ケーション・クラブ・ヴィラ（481室）が
ある。美しいビーチに面したロケーショ
ンで、全ての世代が、ディズニーのサー
ビスやホスピタリティを満喫することが
できる。

全ての世代が楽しめる
多彩なプール

　リゾート内は、宿泊者が利用できる
ウォーターアクティビティも充実。リ
ゾートの中心に位置する巨大ウォー
ター・プレイエリア「ワイコロヘ・バ
レー」、大迫力のウォータースライダー

「チューブストーン・カール」やトンネ
ルの中をワイコロヘ・プールへと滑るボ
ディ・ウォータースライダー「ボルカニッ
ク・バーティカル」に加えて、チューブ
でゆっくりと流れる「ワイコロヘ・スト
リーム」、キッズ向けアスレチック・プー
ル「メネフネ・ブリッジ」などが揃う。

　また、多彩なプールもアウラニの特徴。
落ち着いた雰囲気に包まれた「ワイラ
ナ・プール」のほか、オアフ島ではアウ
ラニにしかないプライベート・シュノー
ケル・ラグーン「レインボー・リーフ」
ではハワイの
魚と触れ合う
ことが可能。
さらに、美し
いサンセット
が望めるイン
フィニティ・
エッジのファミリー向けプール「カ・マ
カ・グロット」、キッズ向けプレイ・エリ
ア「ケイキ・コーブ」など楽しみは尽き
ない。

施設はハワイ文化への
リスペクトを表現

　アウラニは、ハワイ文化へのリスペク
トにも溢れている。ハワイの現代美術に
関する世界でも指折りのコレクションが
あり、芸術家マーティン・シャーロット
が構想し制作した全長61mに及ぶロビー
の壁画は、複数の物語や説明を通してハ
ワイの歴史と文化を称えるものだ。
　また、ハワイの建築様式も採用。例え
ば、天然の素材から車寄せの梁、ひさし、
格子など人工物を作り出しているほか、
シンボルとして、リゾート内には、伝統
的な彫刻道具である手斧型の腕木が象徴
的に使われている。さらに、カーペット
の模様から照明まで、客室の細部にはハ
ワイの伝説が多数描かれている。

レストラン「アマアマ」が
リニューアルオープン

　ダイニング&ラウンジはリゾート内に
５ヶ所。そのうち、オーシャンフロントに
位置するオープンエアのレストラン「ア
マアマ」は2022年10月14日にリニューア
ルオープンしたばかり。グルテンフリー
に近い４コースのディナーなどの新メ
ニューが登場したほか、豪華なデザート
セレクションや世界の厳選ワインリスト
も提供され、美しいコオリナ・ビーチや
夕日を眺めながらハイエンドなダイニン
グ体験が楽しめるようになった。
　また、地元のアーティストによる美し
い壁画など伝統的な装飾で彩られた「マ
カヒキ」ではキャラクター・ブレックファ
ストを毎朝実施。ラウンジ&バーの「オ
レロ・ルーム」では、トロピカルカクテ
ルやハワイアンビール、多彩なワインな
どを楽しむことができる。

　このほか、軽食やドリンクがテイクア
ウトできるプールサイド・カフェテリア

「ウル・カフェ」や、カウンターサービス
の「リトル・オピヒーズ」など、クイッ
クサービスの施設も充実している。

多彩なコースが揃う直営スパ

　リゾートには欠かせないスパやフィッ
トネスセンターも併設。ディズニー直営
スパ「ラニヴァイ・ディズニー・スパ」
では、150種類以上のトリートメントコー
スが揃い、ファミリーやカップルで利用
できるメニューも用意している。
　フィットネスセンターは24時間オープ
ン。早朝ビーチで行われるサンライズ・ヨ
ガ、オーシャンフィットネスなどスポー
ツアクティビティーも提供している。

ロマンスマーケットでも
ディズニーマジック

　アウラニは、滞在型リゾートとして
ファミリーを中心に人気を集めている
が、美しいコオリナの景色やディズニー
らしいホスピタリティから、一生に一度
の思い出を求めるウェディングやハネ
ムーンでも選ばれている。独自のウエ
ディングプログラム「ディズニー・フェ
アリーテール・ウエディング&ハネムー
ン」を用意。ホスピタリティ溢れるサー
ビスに加えて、ミッキーやミニーが祝福
するプランなど、アウラニらしいユニー
クな内容のプランを提供している。

サステナビリティでも
先進的な取り組み

　ホスピタリティ産業でも、SDGsに基づ
いた環境への配慮が求められている。サ
ステナビリティへの取り組みは、集客だ
けでなく、地域との共存でも重要なテー
マだ。アウラニは、建設時から環境を考
慮。木の伐採や新たな土地を切り開くこ
となく完成した。
　2013年には、米国グリーンビルディン
グ協会から、環境性能の向上を目的とし
た計画に基づいて建設された建物を証明
する「LEED シルバー認証」をハワイで
初めて取得。エネルギーの効率的な使用
から電気自動車の活用や、ハイブリット
カー用の充電ステーションの完備など、
未来を視野に入れた環境に配慮した様々
な施策を行っている。

Aulani, A Disney Resort & Spa, Ko Olina, Hawai‘iアウラニ・ディズニー・リゾート&スパ コオリナ・ハワイ

　アウラニ・リゾートでは、日本在住の
旅行者限定のスペシャル特典として、3
連泊で150ドル分、4連泊で300ドル分
のリゾートクレジットを提供している。
お得で便利なリゾートクレジットは、滞
在中にリゾート内での食事やショッピン
グ、アクティビティに使える。
　対象は1回の予約で2部屋までで、予約
期間は2023年4月26日まで。対象宿泊期
間(チェックイン)は、2023年1月6日〜3
月29日と2023年4月16日〜4月26日。予
約は日本の取扱旅行代理店で。
　さらに、2023年9月30日までの期間

（チェックイン）には、ディズニー・アー
ティスト「ノア」がデザインした限定アー
トもプレゼントする。

アウラニ・リゾートの滞在を満喫す
るなら3泊以上がオススメ

レインボー・リーフ

ホテルエントランス

「マカヒキ」の朝食

リニューアルオープンした「アマアマ」

お問い合わせは  

ディズニー・ディスティネーション・インターナショナル
マネージャー  羽田三輝　mitsuteru.hada@disney.com

www.aulani.jp
As to Disney artwork, logos and properties: ©Disney
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消費者には慎重姿勢も残る

　海外パッケージツアー再開に際して
真っ先に販売を開始したのがハワイ方
面。当初は帰国要件の厳しさもあり、ヘ
ビーリピーターか富裕層が中心で、比較
的高額のホテルで長めに滞在する需要が
中心だった。少しずつ伸びてきた需要
だったが昨夏のコロナ感染拡大で鈍化し
たが、ここへきて再び伸び始め、客層も
カップルや女性同士など以前の主力客層
が増えている。
　滞在日数と商品価格は、コロナ前の平
均滞在が３泊で６～７万円台からの料金
設定だったが、現在は４泊で燃油サー
チャージの高騰を受け14～15万円台から
の設定となっている。
　これまでハワイ旅行にいくつもの障壁
が立ちふさがって来た。出発前と帰国前
のPCR検査がなくなっても日本の入国者
数の制限があり航空便の供給座席数が限
られた。その後、入国者数制限もなくなっ
たと思ったら、今度はインバウンドの増
加でアウトバウンド用の座席供給が十分
には増えず、さらに燃油サーチャージの
高騰や円安の逆風も吹いている。
　コロナに対する市場の警戒心も解けて
いない。すでに出張で海外の状況を見て
いる立場からすると、個人的にも旅行会
社的にもコロナへの過度な警戒は必要な
いのかとも感じていた。しかし独自調査
を行ったところ一般消費者は想像以上に
慎重だ。現地でのPCR検査が不要になり
帰国便に搭乗できなくなるリスクが減っ
たものの、現地での感染に対する警戒が
解かれていないのが実態だ。全国旅行支
援開始の影響については、国内旅行に需
要が流れる懸念はあったが想定ほど影響
はなかった。

物価高対策で
食事付き商品も設定

　本年度（2022年11月～2023年10月）以
降の商品造成においても安心安全を担保
する取り組みを重視する基本方針は変わ
らない。現地支店における24時間の日本
語対応など必要なサービスを継続する。
一方で旅が本来持つ魅力であるワクワク
感のある要素を強化することを考えてお
り、コンテンツ開発に取り組んでいる。
　また試みのひとつとして昨年９月から
オンラインブリーフィングを開始。現地
で行ってきた説明やオリエンテーション
を出発前にオンラインで実施するもの
で、現地支店と生中継でつなぎ、オプショ
ナルツアーやお勧めレストラン、現地最
新情報なども紹介し、旅行前からワクワ
ク感を提供している。
　物価高対策として、滞在中の食事付き
プランも商品化。ポキ丼やロコモコ、ス
テーキなど人気のメニューをクーポン形
式で楽しむことができ、ツアー参加者の
食費の節約にもつながる。

　ツアー参加者のワイキキでの交通手段
の確保も強化する。これまでは混乗型の
ワイキキトロリーを提供していたが、昨
年11月１日からは当社が独自運行するレ
アレアトロリーのショッピグライン（ワ
イキキとアラモアナ間のルート）と、マ
ラマライン（ワイキキから、ダウンタウン
や郊外の文化遺産や歴史的建造物をめぐ
るルート）の２ラインの運行を開始した。

レアレアトロリーで
マラマラインを運行

　エイチ・アイ・エスは昨年９月にハワ
イ州観光局と「マラマハワイ」推進に向
けたパートナーシップ協定覚書を締結し
た。マラマハワイはハワイ観光の持続的
な発展に欠かせない考え方であり旅行会
社として協力していくのは当然だ。マラ
マハワイの考え方を市場に伝え、その精
神を反映した旅行商品を造成すること
は、OTAや航空会社の直販ではなかな
か実現できない。その点、店舗を持ち直
接旅行者に触れ合える当社には強みがあ
り、存在意義を高める機会にもつながる
だけに、難しい面もあるがやりがいがあ
る。
　覚書に基づく商品「ハワイ州観光局公
認マラマハワイツアー」では、たとえば
イオラニ宮殿見学など、比較的ライトな
内容の素材を組み込んだ。まずはマラマ
ハワイのスピリッツを観光客に知っても
らい、ハワイでの新たな過ごし方を提案
するのが目的だ。

　レアレアトロリーではマラマラインも
運行しており、マラマハワイツアー以外
の当社ツアーに参加するすべての旅行者
も利用でき、手軽に文化遺産や歴史的建
造物を訪問でき
る。これとは別に
マラマハワイ関連
イベントにオプ
ショナル参加す
る旅行者のため、
開催場所と開催日
に合わせてマラ
マシャトルを運行
し、イベントへの
参加促進を図る。
　「レアレア旅ナ
カアプリ」を利用
して、交通機関を
使わずに歩いて移
動すると距離に応じてホテルでの朝食な
どのギフトを提供する「レアレア・エコ
ウォーク」も実施している。今後もマラ
マハワイの精神に沿った商品開発に積極
的に取り組んでいく方針だ。

Travel Agency Report旅行会社レポート

安心安全を基本に旅のワクワク感を強調
観光局公認「マラマハワイツアー」を造成

エイチ・アイ・エス
個人旅行営業本部
海外旅行事業部
ハワイ旅行事業グループ
グループリーダー
古川 裕之 氏

より安心安全な
ラグジュアリーホテルが人気傾向

　2022年４月にハワイ方面のツアーを再
開して以降、徐々に販売動向は上向いて
いたものの全国旅行支援の発表以降、一
時的に国内旅行に注目が集中した。その
ため、全国旅行支援への集中が落ち着く
と思われる11月中旬以降から、ハワイを
含む海外各方面のプロモーションを実
施。ハワイについてはキャンペーンや販
促動画配信なども行い、さらなる販売強
化につなげたい。
　現在のハワイ旅行の参加者は40代以上
の夫婦・カップルと、就学年齢を超えた
子供を含む大人家族、３世代家族、母・
娘が中心で、海外旅行待機組だったハネ
ムーンやウェディング需要にも動きが出
ている。
　売れ筋の価格帯は、2019年以前は20万
円台だった。しかし現在はホテル仕入価
格や燃油サーチャージの上昇等の影響で
商品価格が上昇。その結果、40万円を超え
るラグジュアリー商品の価格帯での申し
込みが伸びている。泊数は2019年以前と
変わらない６日間の商品が中心となり、
平均滞在日数は4.3泊になっている。

新アプリを活用した
新たな過ごし方を提案

　旅行者の安心安全や現地の最新状況へ
の関心は高い。そのためハワイ旅行相
談専門の「JTBリモートコンシェルジュ  
ハワイ専門デスク」を９月22日に開設。
ハワイ旅行の販売経験豊富なJTB海外エ
キスパート＊が対応する。加えて現地ハ
ワイのスタッフをオンラインでつなぎ、
最新情報を提供する「JTB ALOHAコン
シェルジュ」サービスを期間限定で実施。

＊JTB海外エキスパート：2022年4月よりス
タートしたJTBの新たな人財育成制度。ハワ
イ、ヨーロッパ、カナダ方面のエキスパート
社員を全国から165名選出。ウィズコロナ時
代に必要な海外スキルを取得し、安心して渡
航できるよう顧客サポートを行っている。

　 ダ イ ナ ミ ッ ク パ ッ ケ ー ジ の「JTB 
MySTYLE」が主力商品だが、販売がウェ
ブで完結するケースよりも、ウェブで検
索、選択して店舗で予約する、いわゆる
OMO型のパターンが多くを占める。安
心安全やホテル内容の詳細に関する相談
も多く、店舗で確認した上での申し込み
を選ぶ客層が多いようだ。
　ツアー参加者の利便性向上のため開発
した「オリオリハワイアプリ」が７月か

ら稼働し、スケジュール確認からオプ
ショナルツアーの予約・精算、レストラン
予約等がアプリ上でできる環境を整備。
アプリ通話機能も搭載し、24時間日本語
対応の「オリオリ
インフォメーショ
ンセンター」とい
つでも無料で通話
できる（通信料は
利用者負担）。
　ホテルに関する
試みとしては、ア
プリのモバイル機
能を使ったチェッ
クイン／アウト
のサービスを2023
年４月以降開始す
る。混雑する時間
帯の手続きも待たずに済ませられる。対
応するのは、現在「アロヒラニ・リゾー
ト・ワイキキ・ビーチ」のみだが、今後
は準備が整い次第対応ホテルを拡大して
いく方針だ。

「マラマハワイ」の理解を社内から

　ハワイの観光産業界が目指す「マラ
マハワイ」の方向性をJTBは重視してい
る。これまでもSDGsの取り組みを行って
きているが、グループとして環境負荷削
減に取り組むサステナビリティ戦略を定
め、さらに理解と浸透を強化していく考
えだ。まずは「マラマハワイ」について
の社内理解を高めるため、11月に店舗中
堅スタッフを中心に14名が参加したハワ
イ現地研修を実施した。

　また、観光の効果によってもたらされ
た利益を地域へ還元する例として、1995
年にJTBを中心に立ち上げたホノルル
フェスティバル（主催・ホノルルフェス
ティバル財団）が、現在の「マラマハワ
イ」につながる取り組みだ。今年３月に
４年ぶり27回目の開催が決定。今回初め
て主会場に「マラマハワイブース」を設
け、SDGsに取り組む日本企業が協賛出展
する。

昨年末に「Hi Bus」再開、
電気バスで環境負荷削減図る

　一方、商品面では、ワイキキの移動手
段として2019年に導入した電気バス「Hi 
Bus」の運行を昨年末から再開。トロリー
型「Hi Bus」も再開し、徐々に運行頻度
を高めていく予定だが、電気バスの活用
で環境負荷の削減を図る。
　個人旅行市場では、特に「マラマハワ
イ」の発想をビジネスに馴染ませるには
時間が必要だろう。ただし長期的視点で
は旅行市場の健全な成長につながるのは
間違いない。ハワイのサプライヤーにも
本音と建前が存在するが、本音を擦り合
わせ「マラマハワイ」の前進に寄与する
のは観光地がサステナブルであることを
誰よりも重視する旅行会社の使命でもあ
る。

デジタルを活用したサポート体制を強化
新たなプロモーションを実施

JTB
仕入商品事業部
海外商品企画部
企画統括部長　
梶原 友幸 氏

レアレアトロリーの運行を開始

ハワイ現地研修の様子

レアレア旅ナカアプリ
（イメージ）

「オリオリハワイアプリ」
（イメージ）

「ルックJTB」パンフレット
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ご予約、お問い合わせ　株式会社 ジェイバ　TEL: 03-5659-1641（受付時間：平日10：00～18：00）　WEB: https://jeibasalon.com

東京・日本橋に大人のためのカルチャー＆マルチスペースがオープンしました。各種スクール、イベント、展示会、会議などにご利用いただけます。

白を基調としたクラッシックで洗練された雰囲気
（広さ11㎡／定員3名）

現在はリボンレイ、ポーセラーツ、水彩画などの講座を展開中。今後はハワイにこだわったグッズの販売、サロン内で使用されているイタリアンメーカーの家具の販売も行います。
運営は、ラタム航空、バジェットレンタカー、エイビスレンタカー、トランプ・インターナショナル・ホテル・ワイキキ、タートルベイリゾートのGSA事業、またポナン、クロワジーヨーロッパなどのPSA事業を展開するジェイバ。
個展やショールームとしての利用のご相談にも応じます。

令和2年度第3次補正 事業再構築補助金により作成

JEIBA SALON 誕生
カルチャー＆マルチスペース

あなたの「やりたい」を見つける場所

〒103-0024 
東京都中央区日本橋小舟町13-3 日本橋IPビル

JRでのアクセス
総武線 新日本橋駅（5番出口）より徒歩7分
山手線・京浜東北線・中央線 神田駅（南口）より徒歩15分
東京駅（八重洲口）よりタクシー 5分

地下鉄でのアクセス
東京メトロ銀座線・半蔵門線 三越前駅（A4出口）より徒歩5分
日比谷線 小伝馬町駅（3番出口）より徒歩7分
日比谷線・都営浅草線 人形町駅（A5出口）より徒歩8分
銀座線 神田駅（1番出口）より徒歩15分

心の旅がここからはじまる
ジ ェ イ バ  サ ロ ン

ハワイのようなリゾートの雰囲気を演出
（広さ15㎡／定員5名）

アクセス

ヨーロピアン・エレガント都会の小さなオアシス

Verde
（ヴェルデ）

Bianca
（ビアンカ）

ハワイを旅する人へ、地球にやさしい旅を
Mālama Hawaiʻi BOOK 誕生
ハワイ州観光局では、Mālama Hawaiʻi ”マラマハワイ” の啓蒙活動のため、A5判冊子「Mālama Hawaiʻi BOOK」を作成。
ハワイが持つ伝統文化や美しい自然環境を守っていくため、さまざまな旅行者にわかりやすく、ハワイを思いやる心

「マラマ（ハワイ語で「思いやる」という意味）」を伝えていく。

“Mālama Hawaiʻi”「マラマハワイ」

ハワイ州観光局　マラマハワイ公式サイト
https://www.allhawaii.jp/malamahawaii/

廃棄物ゼロのために教育、資料、プログラムを
提供する団体。「Full Cycle Takeout」プログ
ラムは、持ち帰り容器の再利用プログラム。ハ
ワイ発のごみの出ないテイクアウト導入を目的
に作られたもので、対象レストランで受け取っ
た再利用可能な容器を返却ステーションに返却
し、再び利用できる仕組みを整える。

1 ゼロウェイストオアフ
マリン・アグリフューチャー社の「シー
アスパラガス」は、水耕栽培で海藻の
オゴとシーアスパラガスを一緒に育て
ることで、オゴがシーアスパラガスの
水田を綺麗に。酸素機を入れる必要の
ないサステナブルな水田を実現させた。

2 オラカイ株式会社
ハワイのウミガメを保護する非営利団
体。ホヌ・ガーディアンと呼ばれる市民
ボランティアが、カメがビーチに現れる
と、ウミガメを見に来る人たちに正しい
知識や行動を伝え、認識してもらうこと
で、ウミガメを絶滅の危機から守る。

3 マラマ イ ナ ホヌ
ザ・リッツ・カールトン・レジデンス・ワイキキビー
チ、カアナパリビーチホテルなど、ハワイ各地のホ
テルでも各種積極的な取り組みが進んでいる。ハワ
イの自然環境を守る活動を行う非営利団体とのパー
トナーシップ、ソーラーパネル設置によるCO2排出
量削減、ハワイ固有種の植林活動や環境にやさしい
施設の認証取得など、その内容はさまざまだ。

４ 各ホテルでも積極的に取り組み

ハワイの森林にしか生息していない固有種や生き物は
約2944種類。そして自然とともに育まれているハワ
イ伝統の食。ハワイ諸島の豊かな自然環境を守る。

ハワイの豊かな自然を
伝承するために

美しい海やサンゴ礁が日焼け止めやゴミなどが原因で
危機的な状況に。ハワイの海を守るため、海洋生物と
の推奨距離や海に入る前のルールを知る。

海の生き物たちの楽園、
美しい海を取り戻そう海

Ocean

⃝海に入る前に、必ず標識を確認
⃝サンゴに優しい日焼け止めを選択
⃝ハワイでビーチクリーンに参加してみよう
⃝ハワイの神聖な生き物、ホヌを守る

旅行中のマイバックの持参やハワイメイドのエコグッ
ズで、旅行中は環境に配慮した取り組み、脱プラスチッ
クライフなど、楽しみながらエコ活を実施。

環境に配慮した行動と
ともに旅を楽しもうエコ活動

自然
N a t u r e

⃝ハワイの諸島に生息する固有種「オヒアレフア」を
守る

⃝ハワイの地産地消を軸にしたハワイ・リージョナル・
キュイジーヌを楽しむ

⃝ハイキングのマナーを守る
⃝ハワイアンフードとローカルフードなど伝統の味を

知る

E c o l o g y

⃝無駄やゴミをゼロにする取り組み「Zero Waste
（ゼロ・ウェイスト）」を目指す

⃝マイボトルの持参
⃝製塩所ツアーで海洋資源を学ぶ
⃝ハワイ産を認証する「メイド・イン・ハワイ」プログラム
⃝省エネと環境に配慮した都市の観光性能評価システ

ム「LEED認証」を得た施設を利用

ローカルと一緒に参加できるボランティア活動に参加
すれば、普通の観光では得られない特別な時間に。地
元の方たちと同じ想いでつながることができる。

旅の行程に
ボランティア活動をボランティア

V o l u n t e e r

⃝古代ハワイアンの聖なる養魚池「フィッシュポンド」
を復活

⃝気軽に楽しく、ハワイでビーチ清掃活動を

古代ハワイアンから大切に守られてきた文化、フラ、
レイ、ウクレレ、ハワイアンキルト、伝統料理などを
旅行中に体験することで、歴史や風土を五感で感じる
ことができる。

大切に伝承されてきた
ハワイの文化を体験カルチャー

C u l t u r e

⃝ハワイアンミュージックを聞いて耳から文化に触れる
⃝ハワイアンルアウショーで、カルチャーを学ぶ
⃝伝統工芸、レイメイキングの体験プログラムに参加

する
⃝フラレッスンやショーをみて、ハワイを知る

ハワイ語で「真心、モラル、適切、正しい」など、
たくさんの意味をもつ「Pono（ポノ）」という言葉。
地元の方が大切に守っている自然環境や文化、習慣
に敬意を払い、正しい行動をとることができる旅行
者を「ポノ・トラベラー」と称し、旅行者ができる
ことを知って、レスポンシブル・ツーリズムを実践
するポノ・トラベラーとなることを推奨していく。

旅行者にできること

取り組み紹介

©Hawaii Tourism Authority (HTA)  
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住民と観光客双方が満足できる観光づくりを目指す
ハワイ各島の観光計画「DMAP」

再生型観光、DMAPに至った背景、
その意義
　コロナ前の2019年に来島者数が1000万
人を超えた時点で、既に州民からの観光
業に対するさまざまなフラストレーショ
ン、特にオーバーツーリズム（ホットス
ポット）へのコメントが出始めていた。
　その後コロナ禍で時が止まり、州、地
元コミュニティとのコラボレーションに
注力し、対話を続けてきた。その中での
新しい発見は、地元の方々がただ観光に
反対しているわけでなく、ハワイの経済
にとって観光業が大切であるという認識

があった点だ。
　観光を再開するにあたり、これまでと
違った形で観光を再開できないか？なに
よりも自然資源を次世代の残していける
ような観光へ向け、地元コミュニティと
の情報交換を進めてきた。
　その中でコミュニティの声が大きかっ
たのは、ハワイらしさ、オーセンティッ
クなハワイをしっかりと伝えてほしいと
いうこと。ハワイの文化、ハワイの人た
ちが大切にしているものを前もって旅行
者に伝える啓蒙活動に力を入れていきた
い。
　また地域経済を活性化するため、中小
ビジネスへのサポート、地元にお金を落
とすような観光へのリクエストもあった。
　私たちがコミュニティの方々との対話
の中で、訪れる人たちがどういった価値
をハワイで見出して頂けるのか、そして
安全に滞在して頂けるか、環境面にも意
識を持ってハワイに訪れて頂けるか、そ
の滞在で体験、体感したものをどういっ
た形で地元の方々とつなげていくか、地
域住民と観光客の接点を作ることが大変
重要と思っている。そしてそれが再生型

Destination Management Action Plan（DMAP）ハワイ各島の観光計画「DMAP」

観光を通じ、地域の自然環境や文化歴史を尊重し、それを維持するだけでなく、再生
していこうという「再生型観光（リジェネラティブツーリズム）」を目指すハワイ。そ
んな再生型観光を推進していく上での大きな施策のひとつが、ハワイの各島の観光局
で策定された観光計画「DMAP（Destination Management Action Plan）」だ。
DMAPでは、ホテルやアトラクションなど、観光局のパートナー企業や地元自治体
にとどまらず、再生型観光に基づき、地域住民を広く巻き込み、活発な意見交換を通
じて、貴重な観光資源を次世代に引き継ぐための具体的なアクションを決定。そこに
は、地域住民と観光客双方が満足できる観光を目指した数々のプランが盛り込まれて
いる。
昨年11月の「ジャパンミッション」で、ハワイ州観光局（HTJ）の現地上局にあたる
ハワイ・ツーリズム・オーソリティ（HTA）よりブランド責任者のカラニ・カアナアナ
氏をはじめ、各島（カウアイ島、オアフ島、マウイ郡、ハワイ島）の観光局の代表が
来日、DMAP策定の背景やその意義、さらに各島での代表的な取り組みについて紹
介した様子を伝えたい。

カウアイ島でのDMAPについて
　カウアイ島では、ホットスポットのメ
ンテナンス、問題点をどう解決していく
かに重点を置いている。
　ハエナ州立公園では、トレイルやビー
チへの人気が高く、オンラインの予約シ
ステムの導入とパーキングの有料化、
シャトルの運行を開始した。地元コミュ
ニティの方々に参画して頂き、メンテナ

ンス、コントロールしながら訪問者によ
り良い体験をして頂けるよう努力を重ね
ている。
　また「マラマカウアイビデオ」を製作
し、いかに安全に島で過ごせるかを提案。
地元の経済活性化においては、「メイドイ
ンカウアイ」、地元で作った産品をしっか
り買って頂くことで、経済を回すような
サポートをしている。
おすすめ体験
ガーデンツアーがイチ押し。アメリカの
ナショナルボタニカルガーデンの3つが
カウアイ島にある。また島にある9つのゴ
ルフ場では、サンセットゴルフもイチ押
しの体験。他にも、フードトラックが増
えて大変人気。さらにテイスティングカ
ウアイツアーやファームツアーで地産地
消が楽しめる。

マウイ郡（マウイ島、ラナイ島、モロカイ島）
のDMAPについて
　ホットスポットでのオンライン予約シ
ステムを導入したり、東部のハナへ向か
う「ロード・トゥー・ハナ」では、地元
の方々に参画頂き、旅行者に注意事項を
伝えたり、新しいツアーを作ったりして
いる。
　もうひとつ力を入れているのは、サン

ゴ礁の保護。すべての化学物質を排除し
た環境にやさしいミネラルサンスクリー
ン（日焼け止め）しか使ってはいけない
条例を2022年10月に制定した。12月から
は、州立公園にミネラルサンスクリーン
のディスペンサーを置き、無料で使える
ようにしている。
　ラナイ島では、ラナイタウンに小さな
ショップを設け、旅行者に来て頂けるよ
う、ガイドマップやアプリを開発した。
おすすめ体験
　西部のラハイナのチョコレート工場ツ
アーでは、カカオ畑の見学やツリーハウ
スでの試食、工場見学ができる。ハレアカ
ラでのサンライズが大変人気で、事前予
約システムを導入したが、デイタイムの
ハイキング、夜の星空観賞のツアーもあ
る。ラナイ島には、新しいウェルネス施
設やアドベンチャーパークがオープン、
Eバイクのレンタルが可能だ。

ハワイ島でのDMAPについて
　パートナーや企業、自治体、さらに地
元コミュニティが集まり、さまざまな立
場から意見交換をしたのが初めての体験
だった。10のアクションプランと、45の
サブアクションプランを立ち上げたが、
そのどれもが重要で一度に並行して進め
ている。エネルギーがいるが、チームで
進めていくプロセスが重要だ。
　ハワイ島に関しては、ホットスポット
のメンテナンスを進めており、特に私有
地での管理やルール作りが難しく、解決
には地元コミュニティの参画が必要。マ
ウナケアの星空観賞、ハワイ火山国立公
園（キラウエア火山）、マンタツアーの３
つが人気だが、オーバーツーリズム状態
で今後いかに規制をかけていくか検討し
ている。ただ制限を設けるのではなく、
地元コミュニティと訪問者の双方にとっ
てより良いものとするために制限を設け

ているとい
う認識だ。
　他にも、
住民と観光
客双方が実
践できる取
り組みを目
指し、地元
主導のハワイ語やハワイ文化継承のため
のトレーニングプログラム確立へのサ
ポートを行っている。
おすすめ体験
　コロナ前にあったアトラクションは、
すべて戻っている。「マラマハワイ」のプ
ログラムとしては、植樹ツアーや養魚池
の復元、ビーチ清掃など、どうやってプ
ロダクト化していくか、いろいろと進め
ている。長らく休業していたコナビレッ
ジが再オープンする予定で、7月から予約
を取り始めている。

オアフ島のDMAPについて
　経済とのバランスを意識しながら地元
コミュニティと一緒に協議を重ねてい
る。特に観光客にあまり訪れてもらいた
くない場所、またホットスポット（例え
ば、ハナウマ湾、ダイヤモンドヘッドは
事前予約が必要）をしっかりと観光客に
伝えることに力を入れている。
　またハイブリッド車のレンタルや、道
路が混雑するラッシュアワーの情報を事
前に紹介、さらに公共のバスの利用促進
にも注力している。
　オアフ島でも地元ビジネスのサポート
を行っている。「バイローカル」として、
物産品だけでなく、エンターテイメント
や地元ミュージシャンによるライブな
ど、「ローカル」な体験も情報を集めて積
極的に告知している。

おすすめ体験
　「マラマハワイ」を実践できるボラン
ツーリズムのプログラムが充実。例え
ば、外来種の海藻を取り除く作業やサン
ゴ礁の保全のための活動など、地元の人
と一緒に参加できる新しい観光のスタイ
ルだ。クアロアランチにはこうした新し
い「マラマハワイツアー」がどんどんで
きている。またパールハーバーには、新
しい潜水艦博物館がオープンした。

観光につながると思っている。
　一方、DMAPは、再生型観光に基づ
き、各島の観光局長がパートナーや地元
ビジネス、自治体をつなげる橋渡し役と
なり、地元コミュニティとの対話の中で
生まれた3か年計画だ。今後各島がどのよ
うに変わっていくのか、それぞれの島で
問題点が違う。確かにチャレンジングだ
が、新しいチャンス、機会でもある。

日本マーケットへの期待
　ハワイの人たちは、日本人が旅行者と
して一番模範的であると思っている。今
までもハワイ文化を尊重、愛し、体験して
頂いている。また地元の中小ビジネスへ
のサポートにおいても、メイドインハワ
イのものを買って頂いたり、レストラン
でロコモコ食べて頂いたり、小さなお店
をサポートして頂いていたり、チェーン
店ではなく、地元の小さいお店をメディ
アで紹介して頂くなど、さまざまな形で
サポート頂いている。
　そうした中で、私たちは再生型観光や
DMAPを推進しているが、ただ制限をか
けるのではなく、地元住民と観光客が一

緒になってハワイの貴重な資源を守って
いけるようなデスティネーションを目指
している。
　日本からのお客様に関しては、まずハ
ワイに来て頂きたい。確かに今は、円安
であったりホテルの価格であったり、経
済的にいろいろな壁がある。そういった
壁がありつつもハワイが提供できる体験
をぜひ検討して頂きたい。データだけで
旅をあきらめるのではなく、自分たちに
何が必要かを考えて旅行して頂きたい。
癒しやリラックスのためにハワイへ訪れ
る、もちろん素敵なことだが、さらに旅行
に来て、その地元の方々に何かを返す、
例えば地元のコミュニティと一緒にタロ
イモ畑でドロドロになった後、みんなが
笑い、満足した表情を見ると私は嬉しく
思うだろう。
　地元の人たちと一緒になって取り組ん
だ後の満足感は、違った形で旅の体験に
なる。深くコミュニティと連携するよう
な観光を作り上げることで、再生型観光
のハードルも下がってくるのではないか
と思う。簡単なことではないが、やって
いなかければという意識を持っている。

ハワイ島観光局　ロス・バーチ局⻑

カウアイ観光局　スー・カノホ局⻑ オアフ観光局　ノエラニ・シェリング-ウィーラー局⻑

マウイ観光局　PRマーケティングディレクター　リアン・プレッチャー氏

HTAブランド責任者  カラニ・カアナアナ氏（写真）

昨年11月の「ジャパンミッション」の様子。左からハワイ島観光局ロス・バーチ局⻑、マウイ観光局PRマー
ケティングディレクターのリアン・プレッチャー氏、カウアイ観光局スー・カノホ局⻑、HTAカラニ・カア
ナアナ氏、オアフ観光局ノエラニ・シェリング-ウィーラー局⻑、「Meet Hawai‘i」アジア太平洋地区担当エ
グゼクティブ・ディレクターのアンドリュー・コー氏、HTJ日本支局⻑ミツエ・ヴァーレイ氏

ハワイ火山国立公園
© Hawaii Tourism Authority（HTA）/ Cameron Brooks

ロード・トゥー・ハナ
© Hawaii Tourism Authority（HTA）/ Tor Johnson

ハエナ州立公園
© Hawaii Tourism Authority（HTA）/ Tor Johnson

ダイヤモンドヘッド
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